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明石市

９月１５日～
９月２１日は
老人週間だよ！

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

行事予定

助成金情報

9月

10月

一般社団法人 日本作業療法士協会
作業療法啓発キャンペーン
「ひとは作業をすることで元気になれる」をコン
セプトに、キャンペーンを開催します。
日時　平成24年10月20日（土）、21日（日）

10:00～16:00
会場　イオンモール神戸北（神戸市北区上津

台8-1-1）
参加費　無料
内容　「作る」（飾り箱作り）、「挑戦する」（紙

コップタワー）、「体験する」（白衣を着て写
真を撮ろう）、「相談する」（リハビリ、進路
について)、ＤＶＤ上映など

●問一般社団法人日本作業療法士協会
　TEL03-5826-7871

第10回日本通所ケア研究大会
 合同開催  第8回認知症ケア研修会
in 福山
「これからのケアに必要な技術・システムを構
築する」をテーマに、ケアの質を高めるヒントや
現場ケアに役立つ情報を学ぶイベントを開催
します。
日程　平成24年10月20日（土）、21日（日）
会場　広島県福山市
参加費　両日1万円、１日のみ7,000円
内容　特別講演「地域包括ケア時代を生き抜
く介護サービスの質評価システム」（国際
医療福祉大学大学院教授 武藤 正樹氏）、
一般演題発表、セミナーほか

●問日本通所ケア研究会事務局
ＴＥＬ084-971-6686
●申 近畿日本ツーリスト中国四国 福山支店

TEL084-928-8810
URL　http://www.ec-knt.jp/tsuusho

2012/index.html

認知症の人と家族への援助をすすめる
第28回全国研究集会
日時　平成24年10月28日（日）
会場　神戸文化ホール大ホール
　（神戸市中央区楠町4-2-2）
参加費　2，000円（定員1,400人）
内容　講演「精神科医療のなかの認知症医

療・介護」（神戸大学名誉教授 前田 潔氏）、
事例発表、シンポジウム

●申●問第28回全国研究集会実行委員会
ＴＥＬ078-381-9473
ＦＡＸ078-330-8430

URL　http://www.alzheimer.or.jp/
　?page_id=159

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
社会福祉事業研究開発基金
平成24年度事業助成
【一般助成】　先駆的・開発的活動研究に従事
する個人および団体を対象に助成します。
助成金額　1件上限50万円（総額500万円）
【特別助成】　国内の社会福祉法人、ＮＰＯ法
人、ボランティア団体等、公益活動を継続的に
行っている団体を対象とし、精神障害者、児童
虐待防止、ホームレス問題、更生保護の活動、
認知症に関する支援事業に助成します。
助成金額　1件上限100万円（総額1,500万円）
締切り　平成24年10月1日（月）必着
●申●問社会福祉法人社会福祉事業研究開発基金
TEL03-6256-3581

URL　http://www.shakyo.or.jp/sponsor/
110804.html

一般財団法人 神戸やまぶき財団
第1回社会福祉助成金
障害を持つ人および要保護児童の教育、自立
支援、生活援助などのサポートを行う施設・
団体、また高等教育および専門知識、技術な
どを習得しようとする活動を支援する施設・
団体へ助成します。
対象　明確な目的を持つ非営利団体であるこ
となど、条件を満たす団体であること
助成金額　1件あたり50～200万円（総額
7,500万円）

締切り　平成24年9月29日（土）
●申●問一般財団法人神戸やまぶき財団

TEL078-734-6120
URL　http://www.kobe-yamabuki.or.jp

読売光と愛の事業団
読売福祉文化賞　2012年
障害者や高齢者の暮らしやすい環境づくり、
自立支援、社会参加、共生の推進などに貢献
している団体、個人を募集します。中でも、新
しい発想により、21世紀にふさわしい福祉事
業に取り組み、創造的な業績をあげている人
たちを応援します。
賞　一般部門：3件（賞牌と副賞／活動支援
金各100万円）、高齢者福祉部門：3件（賞
牌と副賞／活動支援金各100万円）

締切り　平成24年9月30日（日）
●申●問社会福祉法人読売光と愛の事業団

TEL03-6226-7633
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/
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県民児連研修総会◆神戸ポートピ
アホテル
コミュニティワーク実践研修（全4
回）◆社会福祉研修所
介護福祉士受験セミナー受験準備
講習会（全3回）◆社会福祉研修所
県民児連第２回新任民生委員研修
会◆県中央労働センター
福祉サービス利用援助事業 ケース
カンファレンス ◆県福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修（Ａコー
ス）◆県福祉センター
看護職員研修◆社会福祉研修所
生活福祉資金事務説明会◆県福
祉センター
チーム・マネジメントリーダー研修（B
コース）（全4回）◆社会福祉研修所
県社協第２２７回理事会◆県福祉
センター
社会福祉法人財務管理研修◆県
福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修（Bコー
ス）◆県福祉センター
第15回介護支援専門員実務研修
受講試験◆神戸大学ほか
県地域包括・在宅介護支援センター
協議会 現任職員研修会◆県福祉
センター
県地域包括・在宅介護支援センター
協議会 現任職員研修会◆西播地
域地場産業振興センター

全国校区・小地域福祉活動サミット
ｉｎ ＫＯＢＥ・ひょうご」開催要綱決定！
　7月27日、同サミットの実行委員会が
開催され、全体テーマ「地域のチカラで、
明日を元気に！」と開催要綱が決定しまし
た。詳細は下記ページよりご覧ください。
日時　平成25年1月12日（土）
会場　神戸国際展示場ほか
参加費　3,500円
URL
http://www.with-kobe.
or.jp/summit/

福祉の就職説明会 Autumn in HYOGO

参加費
無料

福祉現場への就職を希望する学生や求職者を対象に、社会福祉
施設等と求職者の合同就職説明会を県内3か所で開催します。
【尼崎会場】平成24年10月25日（木）12：00～15：00
　　　　　尼崎市総合文化センター
【明石会場】10月31日（水）13：00～16：00
　　　　　明石市立産業交流センター
【姫路会場】11月11日（日）13：00～16：00
　　　　　姫路商工会議所
対象　学生・一般求職者
　　URL　http://www.hyogo-wel.or.jp

●申●問兵庫県社会福祉協議会　福祉人材センターTEL078-271-3881

サミット公式キャラクター：
メリケンくんとかもめのハーバーくん

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成24年9月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

自立を目指す子どもと社会をつなぐ拠点
神戸市立自立援助ホーム子供の家
まちとつながる・住民とつながる！
企業・NPOの地域づくりリポート……Ｐ8

誰もが働く喜びを感じられる職場づくり
―有限会社 柿原鶏卵販売―
地域を駆ける！ワーカー物語……P9

一人ひとりの力、地域社会の力を信じ、
相談援助のプロになる
財団法人芦屋ハートフル福祉公社
芦屋市精道地域包括支援センター　針山 大輔さん
県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる 明日へつながる③

小規模集落のまちづくり

兵庫県福祉手帳＜2013年度版＞が
12月上旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者
には互助会より配布されますのでご留意
ください。

申込み・問合せ先　兵庫県社協 総務企画部 ＴＥＬ０７８－２４２－４６３３

「兵庫県福祉手帳2013」
  予約注文受け付け中！

2013

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料

［サイズ］ヨコ９㎝×タテ１５㎝　［価格］９45円（税込）



SPECIAL EDITION  特集

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
集
落
で
は
、冠

婚
葬
祭
を
は
じ
め
と
す
る
相
互
扶
助
の

低
下
、移
動
手
段
や
医
療・福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
難
、耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣
被

害
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。生

活
、産
業
、環
境
、文
化
な
ど
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
の
基
盤
の
維

持
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。こ
の
背

景
に
は
、日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に

は
じ
ま
っ
た
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
や

地
域
経
済
の
停
滞
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

化
、少
子・高
齢
化
な
ど
い
く
つ
か
の
要

因
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
集
落
の
抱
え
る

問
題
は
決
し
て
農
山
村
部
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。都
市
部
で
も
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。「
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
」の
問
題
も
そ
の
一
例
だ
。こ
れ
か

ら
都
市
部
で
は
中
山
間
や
農
漁
村
部
よ

り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
す
す

み
、４０
年
も
す
れ
ば
日
本
全
体
の
高
齢
化

率
が
４０
％
を
越
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。い
ま
の
小
規
模
集
落
の
姿
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、後
ほ
ど
紹
介

す
る
小
規
模
集
落
の
取
り
組
み
は
、ほ
か

の
地
域
の
一
歩
も
二
歩
も
先
を
い
く
先

行
モ
デ
ル
と
い
え
る
。

―
高
齢
化
率
９０
％
、人
口
２０
人
の

　
集
落
―

―
屋
根
に
上
が
っ
て
の
雪
下
ろ
し

　

が
近
隣
住
民
だ
け
で
は
難
し
い

　
集
落
―

―
公
共
交
通
が
廃
線
に
な
り
、移
動

　
手
段
に
困
っ
て
い
る
集
落
―

　
こ
れ
ら
は
県
内
の
い
く
つ
か
の
小
規
模

集
落
の
実
態
で
あ
る
。６５
歳
以
上
の
高
齢

化
率
が
４０
％
を
越
え
、５０
世
帯
以
下
の
集

落
は
、年
々
増
加
し
て
い
る（
図
表
１
）。

　家庭や地域のつながりが失われる「無縁社会」は、都市部
に限った話ではない。農山村部でも少子・高齢化がすすむ
中、地域のつながりで営んできた集落活動が成り立たなく
なってきている。特に、小規模集落では地域の活力をどの
ように維持し、高めるのかが大きな
課題となっている。
　今月は、小規模集落のまちづくり
を取り上げ、人と人との結びつきを
つくる新しいまちづくりのヒントを
探る。
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え
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規
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小規模集落のまちづくり

ま
ち
づ
く
り
の
秘
訣
は

〝
試
し
て
探
る
〞

奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会（
朝
来
市
）

事
例
2

夢
を
現
実
に
！
地
域
福
祉
プ
ラ
ン

づ
く
り
が
地
域
の
チ
カ
ラ
に

大
芋
活
性
化
委
員
会（
篠
山
市
）

事
例
1

人
と
人
を
つ
な
ぐ
地
域
交
通

長
澤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
号
」（
淡
路
市
）

事
例
3

４
年
越
し
の
話
し
合
い
で
実
現

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

「
江
川
ふ
れ
あ
い
号
」（
佐
用
町
）

事
例
4

　
兵
庫
県
で
は
、高
齢
化・過
疎
化
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
活
力
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら「
小
規

模
集
落
元
気
作
戦
」を
皮
切
り
に
、現
在

は「
地
域
再
生
大
作
戦
」を
展
開
。全
庁
あ

げ
て
横
断
的
な
連
携
の
も
と
推
進
す
る

た
め
に「
地
域
再
生
大
作
戦
推
進
本
部
」

を
設
け
、こ
れ
ま
で
毎
年
、施
策
を
充
実

さ
せ
て
き
た
。

　
施
策
メ
ニ
ュ
ー
は
図
表
２
の
と
お
り
で
、

市
町
が
地
域
経
営
を
す
す
め
や
す
い
よ

う
に
配
意
し
な
が
ら
、モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。「
小
規
模
集
落
元
気

作
戦
」だ
け
で
県
内
40
か
所
を
指
定
。今

年
度
は
モ
デ
ル
事
業
の
評
価
と
普
及
策

が
検
討
さ
れ
る
。

　

抱
え
る
課
題
が
大
き
く
、誰
も
が
先

を
見
通
せ
な
い
小
規
模
集
落
で
の
ま
ち

づ
く
り
。そ
こ
に
は
地
域
性
が
あ
り
、あ

る
地
域
で
成
功
し
た
か
ら
と
い
っ
て
他

に
普
及
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、同
じ
処

方
箋
が
描
け
る
わ
け
で
も
な
い
。し
か

し
、次
ペ
ー
ジ
の
４
つ
の
取
り
組
み
は
、

試
行
錯
誤
の
中
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
内
の
人
と
人
の
新
し
い
結

び
つ
き
を
つ
く
る
共
通
の
ヒ
ン
ト
を
提

起
し
て
い
る
。

①
地
元
住
民
の
話
し
合
い
と

　
合
意
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン

　

住
民
が
地
域
へ
の
愛
着
や
課
題
を
共

有
し
、力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
が
4
つ

の
事
例
か
ら
読
み
と
れ
る
。調
査
や
学
習

会
、話
し
合
い
の
場
、試
行
事
業
と
検
証
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
で

あ
る
。い
ず
れ
も
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
だ

が
、事
例
の
各
地
域
で
は
、か
な
り
丁
寧

に
こ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
集
落
が
孤
立
し
な
い
関
係
づ
く
り

　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
ん
だ
集
落
単
位

だ
け
で
で
き
な
い
活
動
を
補
完
す
る
組

織
と
し
て
小
学
校
区
単
位
の
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。特
に
移
動
問
題
な
ど
、生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
共
同
化
す
る
こ
と
で
取
り

組
め
る
こ
と
も
あ
る
。地
域
外
に
あ
る

資
源
、例
え
ば
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交
流

や
、他
都
市
と
の
交
流
な
ど
も
、地
域
外

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
づ
く
り
に
還

元
す
る
仕
掛
け
の
一
つ
で
あ
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
と

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

　
地
域
の
現
状
か
ら
話
し
合
い
と
対
応

を
導
く
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
必
要
に
な

る
の
が
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。特
に
、資
源
が
限
ら
れ

て
い
る
過
疎
地
で
は
外
部
資
源
を
集
落

に
つ
な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
問
わ

れ
る
と
い
え
る
。

④
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
協
働

　
小
規
模
集
落
の
問
題
は
、住
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
問
題
で
も
あ
る
。地
域
交
通
の

問
題
も
然
り
だ
。暮
ら
し
の
基
盤
を
住
民

だ
け
で
支
え
る
の
は
当
然
な
が
ら
大
き

な
負
担
を
伴
う
。地
域
住
民
、そ
し
て
行

政
職
員
が
悩
む
の
は
、行
政
と
し
て
の
支

援
の
具
体
的
な
方
法
と
、「
協
働
」の
内
実

化
で
あ
ろ
う
。事
例
で
は
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
が
、す
べ
て
の
事
例
は
県・市
町
行

政
の
支
援
施
策
を
活
用
し
て
お
り
、協
働

関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
は
行
政
の
支
援
策
や
協
働
の
中
身

を
検
証
し
、そ
の
成
果
を
普
及
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

「
地
域
再
生
大
作
戦
」

市
町
と
県
の
連
携

小
規
模
集
落
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

に
危
機
感
を
も
っ
た
自
治
会
長
会
の
呼

び
か
け
で
平
成
17
年
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　
地
区
の
歩
み
を
支
え
て
き
た
活
動
が
、

地
域
福
祉
プ
ラ
ン
で
あ
る
。「
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
地
域
づ
く

り
」「
住
民
の
交
流
拠
点
づ
く
り
」「
移
動

手
段
の
確
保
」。委
員
会
で
は
住
民
の
願

い
を
３
つ
の
目
標
に
ま
と
め
た
地
域
福

祉
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、着
実
に
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
並
ぶ
大
切
な
活
動
が
、毎
年

開
催
す
る「
地
域
福
祉
を
考
え
る
集
い
」

で
あ
る
。全
集
落
で
の
サ
ロ
ン
活
動
を
提

案
し
た
集
い
の
翌
年
に
は
新
し
い
サ
ロ

ン
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、学
習
活
動
が
新

し
い
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。住

民
に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
後
押
し
し

た
の
も
、こ
の
集
い
で
あ
っ
た
。集
い
で

の
話
し
合
い
を
き
っ
か
け
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
、住
民
8
割
の〝
移
送
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
〞と
い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
、

平
成
23
年
度
に
本
格
的
に
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。

　
「
１
集
落
の
取
り
組
み
を
10
の
他
の

集
落
が
応
援
す
る
共
助
が
大
切
」と
い

う
江
坂
さ
ん
の
言
葉
に
、集
落
活
性
の

ヒ
ン
ト
が
み
え
る
。

　
白
い
板
壁
と
赤
い
屋
根
が
目
を
ひ
く

「
喫
茶
だ
ん
ら
ん
」は
、集
落
唯
一
の
喫
茶

店
だ
。幼
稚
園
を
改
修
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
20
人
が
交
替
で
調
理
と
接
客
を
担
当
。

「
早
く
み
ん
な
に
時
給
5
0
0
円
を
払
え

る
よ
う
に
し
た
い
」と
奥
銀
谷
地
域
自
治

協
議
会
の
白
瀧
さ
ん
は
話
す
。

　
協
議
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
、小
学
校

と
幼
稚
園
の
閉
校
だ
。生
野
銀
山
で
知

ら
れ
た
奥
銀
谷
の
人
口
は
、昭
和
48
年
の

閉
山
以
降
、最
盛
期
の
4
分
の
1
以
下
に

ま
で
減
少
し
た
。「
こ
の
ま
ま
や
っ
た
ら
あ

か
ん
」。8
集
落
の
区
長
等
が
集
ま
り
、

平
成
20
年
に
協
議
会
が
発
足
し
た
。

　

協
議
会
で
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、

「
喫
茶
だ
ん
ら
ん
」が
開
設
。空
教
室
で

は
子
ど
も
た
ち
の
習
い
事
や
高
齢
者
向

け
の
健
康
体
操
、写
真
展
な
ど
が
開
か

れ
、住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。こ
の
ほ

か
、奥
銀
谷
の
魅
力
を
伝
え
る
ミ
ニ
コ
ミ

誌
の
発
行
な
ど
、一
集
落
で
は
で
き
な
い

共
同
活
動
を
多
彩
に
す
す
め
て
い
る
。

　
ま
た
、同
地
区
の
高
齢
化
率
は
約
42

％
と
市
内
で
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、高
齢

者
の
生
活
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
安
否
確
認
と
買
い

物
代
行
を
試
行
的
に
実
施
。近
所
の
力

を
借
り
れ
ば
生
活
で
き
る
人
も
い
る
た

め
、「
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
壊
さ
な
い
よ

う
安
否
確
認
が
主
な
目
的
」と
協
議
会

の
早
草
さ
ん
は
話
す
。薬
の
量
を
間
違

え
て
も
う
ろ
う
と
し
た
状
態
の
高
齢
者

を
発
見
す
る
こ
と
も
。気
が
か
り
な
人

の
情
報
を
誰
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
の

か
、市
社
協
と
も
確
認
し
た
と
い
う
。地

域
が
元
気
に
な
る
方
法
は
何
か
。「
い
ろ

ん
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し
て
良
い
方
法
を

探
る
し
か
な
い
」と
い
う
白
瀧
さ
ん
と
早

草
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
篠
山
市
中
心
か
ら
車
で
30
分
の
山
の

ふ
も
と
に
大
芋
地
区
が
あ
る
。11
集
落

か
ら
な
る
地
区
の
人
口
は
9
3
9
人
。

高
齢
化
率
は
約
40
％
と
市
内
で
最
も
高

い
。し
か
し
、大
芋
地
区
で
は
7
年
間
で

移
送
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
10

を
超
え
る
活
動
が
誕
生
し
た
。

　
こ
の
パ
ワ
ー
の
源
は
何
か
。「
地
域
が

元
気
に
な
っ
て
き
た
の
は
、ハ
ー
ド
よ
り

ソ
フ
ト
の
活
動
が
き
っ
か
け
」と
話
す
の

は
、大
芋
地
区
活
性
化
委
員
会
の
江
坂

事
務
局
長
。委
員
会
は
、保
育
園
の
廃
園

　
高
齢
化
率
50
％
を
超
え
る
淡
路
市
長

澤
地
区
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
れ

あ
い
号
」が
走
る
。平
成
７
年
か
ら
の
運

行
で
、当
初
は
１
日
３
便
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
１
日
５
便
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ス
が
走
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、地
区
住
民
の
有
志
に
よ
り「
長
澤

活
性
化
を
考
え
る
会
」が
発
足
し
た
こ

と
に
あ
る
。「
考
え
る
会
」は
、ま
ず
地

域
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
高
齢

化
・
過
疎
の
問
題
に
つ
い
て
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。そ
の
結
果
、一

番
多
か
っ
た
回
答
は
、交
通
手
段
が
な

い
こ
と
の
不
安
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
解

決
策
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、長
澤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
あ
る
。「
考
え
る
会
」

と
自
治
会
が
話
し
合
い
を
重
ね
、１
世

帯
１
万
円
の
負
担
金
を
出
す
こ
と
、バ

ス
の
経
路
や
バ
ス
停
の
位
置
、時
刻
表

づ
く
り
ま
で
、住
民
の
意
向
を
反
映
し

て
決
め
た
。

　
運
転
手
は
、現
在
４
人
。全
員
が
長
澤

地
区
に
住
ん
で
い
る
住
民
だ
。

　
「
い
つ
も
乗
っ
て
い
る
の
に
今
日
は

お
ら
ん
の
。何
か
あ
っ
た
か
ね
」「
近
頃

A
さ
ん
の
様
子
が
気
に
な
ら
へ
ん
か
」。

バ
ス
の
中
で
会
話
が
飛
び
交
う
。「
バ

ス
が
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、会

話
が
情
報
交
換
」と
話
す
運
転
手
の
坂

本
さ
ん
。民
生
委
員
で
あ
る
藤
田
さ
ん

も
運
転
手
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、地

域
内
の
変
化
や
困
り
ご
と
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　
長
澤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
取
り
組
み

は
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
活
動
。

住
民
同
士
の
手
づ
く
り
の
活
動
か
ら
、

新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
佐
用
町
江
川
地
区
は
、約
1
，2
0
0

人
が
暮
ら
す
の
ど
か
な
中
山
間
地
域
。

地
区
内
の
11
集
落
で
組
織
し
た「
地
域

づ
く
り
協
議
会
」で
は
、希
望
す
る
住
民

の
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
バ
ス
を
走
ら

せ
る
地
域
交
通
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
６
年
前
の
平
成
１８

年
。過
疎
化
の
波
と
と
も
に
、農
協
の
支

店
や
商
店
が
姿
を
消
し
、病
院
も
な
い

状
態
で
あ
っ
た
。地
区
と
町
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
路
線
バ
ス
の
廃
止
が
浮
上
す
る

中
、危
機
感
を
も
っ
た
協
議
会
は
、大
阪

大
学
の
協
力
を
得
て
地
域
交
通
の
検
討

を
始
め
る
こ
と
に
。ま
ず
は
、先
進
地
を

視
察
す
る
と
と
も
に
、全
住
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。バ
ス
の
運

行
を
求
め
る
住
民
の
声
が
85
%
を
超
え

る
結
果
と
な
っ
た
。協
議
会
で
は
、住
民

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
バ
ス
の
試
験
走
行
を

重
ね
、ど
の
よ
う
な
形
で
地
域
に
合
っ
た

現
実
的
な
地
域
交
通
が
実
現
で
き
る
か

を
検
証
。４
年
以
上
の
月
日
を
重
ね
、つ

い
に
今
年
の
４
月
か
ら「
江
川
ふ
れ
あ
い

号
」の
本
格
運
行
を
開
始
し
た
。

　
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、バ
ス
停
ま
で
行

か
ず
と
も
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
行
け

る
デ
マ
ン
ド
型
の
便
利
さ
と
1
時
間
前

ま
で
予
約
を
受
け
る
柔
軟
さ
だ
。運
賃

は
１
回
３
０
０
円
で
、江
川
地
区
と
佐
用

町
中
心
部
へ
毎
日
４
往
復
す
る
。住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
の
受
付
員
と
１９
名
の

運
転
手
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
お
り
、開

始
以
来
運
休
し
た
日
は
な
い
と
い
う
。

　
「
は
じ
め
は
住
民
運
営
で
の
継
続
に
不

安
の
声
も
あ
っ
た
が
、今
で
は
や
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
き
た
」と
協
議
会
の
岡
野
会

長
は
胸
を
は
る
。じ
っ
く
り
と
合
意
形
成

を
進
め
て
き
た
歩
み
が
、住
民
の
気
持

ち
を
高
め
、地
域
の
力
を
育
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

運転手も利用者も同じ地区住民。なじみの関係が安心感を生む

子どもは地域の宝 大芋まつり

左から運転手の藤田さん、坂本さん、仲野さん、廣田さん、自治会長の田中さん

子どもたちで
にぎわう休日

■図表1 県内の小規模集落数の推移

■図表２ 兵庫県の「地域再生大作戦」
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■総数 ■うち但馬地域

247 267 270

❶小規模集落活性化のために
■小規模集落元気作戦
　都市との交流や既存施設を生かした交流拠点づくりを
支援する。
■「むらの将来」検討支援事業
　集落の将来構想を一緒に考え、必要な取り組みへの合
意形成や実践を支援する。
■地域再生応援事業
　地域外の大学やＮＰＯなどの専門性を生かして、地域と
協働して取り組む先導的なプロジェクトを支援する。
■中山間“農の再生”推進対策
❷地域振興のモデル事業
■まちなか振興モデル事業
　合併市町の旧町中心部などを含めたまちづくり協議会
などによる賑わいづくり計画の策定や実践を支援する。
■ふるさと自立計画推進モデル事業
❸拠点整備を支援する事業
■地域再生拠点等プロジェクト支援事業
■多自然居住交流拠点整備支援事業
■古民家再生促進支援事業
❹ひょうご地域再生塾（Ｈ24新規）
　地域資源を生かした取り組みを実践できるリーダー人
材を育成する。
　詳細は兵庫県のＨＰへ
http://web.pref.hyogo.jp/ac23/ac23_000000005.
html

幼稚園を
改修した喫茶店
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こ
の
よ
う
な
小
規
模
集
落
で
は
、冠

婚
葬
祭
を
は
じ
め
と
す
る
相
互
扶
助
の

低
下
、移
動
手
段
や
医
療・福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
難
、耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣
被

害
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。生

活
、産
業
、環
境
、文
化
な
ど
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
の
基
盤
の
維

持
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。こ
の
背

景
に
は
、日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に

は
じ
ま
っ
た
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
や

地
域
経
済
の
停
滞
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

化
、少
子・高
齢
化
な
ど
い
く
つ
か
の
要

因
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
集
落
の
抱
え
る

問
題
は
決
し
て
農
山
村
部
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。都
市
部
で
も
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。「
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
」の
問
題
も
そ
の
一
例
だ
。こ
れ
か

ら
都
市
部
で
は
中
山
間
や
農
漁
村
部
よ

り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
す
す

み
、４０
年
も
す
れ
ば
日
本
全
体
の
高
齢
化

率
が
４０
％
を
越
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。い
ま
の
小
規
模
集
落
の
姿
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、後
ほ
ど
紹
介

す
る
小
規
模
集
落
の
取
り
組
み
は
、ほ
か

の
地
域
の
一
歩
も
二
歩
も
先
を
い
く
先

行
モ
デ
ル
と
い
え
る
。

―
高
齢
化
率
９０
％
、人
口
２０
人
の

　
集
落
―

―
屋
根
に
上
が
っ
て
の
雪
下
ろ
し

　

が
近
隣
住
民
だ
け
で
は
難
し
い

　
集
落
―

―
公
共
交
通
が
廃
線
に
な
り
、移
動

　
手
段
に
困
っ
て
い
る
集
落
―

　
こ
れ
ら
は
県
内
の
い
く
つ
か
の
小
規
模

集
落
の
実
態
で
あ
る
。６５
歳
以
上
の
高
齢

化
率
が
４０
％
を
越
え
、５０
世
帯
以
下
の
集

落
は
、年
々
増
加
し
て
い
る（
図
表
１
）。

　家庭や地域のつながりが失われる「無縁社会」は、都市部
に限った話ではない。農山村部でも少子・高齢化がすすむ
中、地域のつながりで営んできた集落活動が成り立たなく
なってきている。特に、小規模集落では地域の活力をどの
ように維持し、高めるのかが大きな
課題となっている。
　今月は、小規模集落のまちづくり
を取り上げ、人と人との結びつきを
つくる新しいまちづくりのヒントを
探る。

SPECIAL EDITION

増
え
る
小
規
模
集
落

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる 明日へつながる③
小規模集落のまちづくり

ま
ち
づ
く
り
の
秘
訣
は

〝
試
し
て
探
る
〞

奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会（
朝
来
市
）

事
例
2

夢
を
現
実
に
！
地
域
福
祉
プ
ラ
ン

づ
く
り
が
地
域
の
チ
カ
ラ
に

大
芋
活
性
化
委
員
会（
篠
山
市
）

事
例
1

人
と
人
を
つ
な
ぐ
地
域
交
通

長
澤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
号
」（
淡
路
市
）

事
例
3

４
年
越
し
の
話
し
合
い
で
実
現

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

「
江
川
ふ
れ
あ
い
号
」（
佐
用
町
）

事
例
4

　
兵
庫
県
で
は
、高
齢
化・過
疎
化
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
活
力
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら「
小
規

模
集
落
元
気
作
戦
」を
皮
切
り
に
、現
在

は「
地
域
再
生
大
作
戦
」を
展
開
。全
庁
あ

げ
て
横
断
的
な
連
携
の
も
と
推
進
す
る

た
め
に「
地
域
再
生
大
作
戦
推
進
本
部
」

を
設
け
、こ
れ
ま
で
毎
年
、施
策
を
充
実

さ
せ
て
き
た
。

　
施
策
メ
ニ
ュ
ー
は
図
表
２
の
と
お
り
で
、

市
町
が
地
域
経
営
を
す
す
め
や
す
い
よ

う
に
配
意
し
な
が
ら
、モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。「
小
規
模
集
落
元
気

作
戦
」だ
け
で
県
内
40
か
所
を
指
定
。今

年
度
は
モ
デ
ル
事
業
の
評
価
と
普
及
策

が
検
討
さ
れ
る
。

　

抱
え
る
課
題
が
大
き
く
、誰
も
が
先

を
見
通
せ
な
い
小
規
模
集
落
で
の
ま
ち

づ
く
り
。そ
こ
に
は
地
域
性
が
あ
り
、あ

る
地
域
で
成
功
し
た
か
ら
と
い
っ
て
他

に
普
及
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、同
じ
処

方
箋
が
描
け
る
わ
け
で
も
な
い
。し
か

し
、次
ペ
ー
ジ
の
４
つ
の
取
り
組
み
は
、

試
行
錯
誤
の
中
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
内
の
人
と
人
の
新
し
い
結

び
つ
き
を
つ
く
る
共
通
の
ヒ
ン
ト
を
提

起
し
て
い
る
。

①
地
元
住
民
の
話
し
合
い
と

　
合
意
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン

　

住
民
が
地
域
へ
の
愛
着
や
課
題
を
共

有
し
、力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
が
4
つ

の
事
例
か
ら
読
み
と
れ
る
。調
査
や
学
習

会
、話
し
合
い
の
場
、試
行
事
業
と
検
証
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
で

あ
る
。い
ず
れ
も
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
だ

が
、事
例
の
各
地
域
で
は
、か
な
り
丁
寧

に
こ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
集
落
が
孤
立
し
な
い
関
係
づ
く
り

　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
ん
だ
集
落
単
位

だ
け
で
で
き
な
い
活
動
を
補
完
す
る
組

織
と
し
て
小
学
校
区
単
位
の
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。特
に
移
動
問
題
な
ど
、生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
共
同
化
す
る
こ
と
で
取
り

組
め
る
こ
と
も
あ
る
。地
域
外
に
あ
る

資
源
、例
え
ば
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交
流

や
、他
都
市
と
の
交
流
な
ど
も
、地
域
外

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
づ
く
り
に
還

元
す
る
仕
掛
け
の
一
つ
で
あ
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
と

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

　
地
域
の
現
状
か
ら
話
し
合
い
と
対
応

を
導
く
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
必
要
に
な

る
の
が
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。特
に
、資
源
が
限
ら
れ

て
い
る
過
疎
地
で
は
外
部
資
源
を
集
落

に
つ
な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
問
わ

れ
る
と
い
え
る
。

④
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
協
働

　
小
規
模
集
落
の
問
題
は
、住
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
問
題
で
も
あ
る
。地
域
交
通
の

問
題
も
然
り
だ
。暮
ら
し
の
基
盤
を
住
民

だ
け
で
支
え
る
の
は
当
然
な
が
ら
大
き

な
負
担
を
伴
う
。地
域
住
民
、そ
し
て
行

政
職
員
が
悩
む
の
は
、行
政
と
し
て
の
支

援
の
具
体
的
な
方
法
と
、「
協
働
」の
内
実

化
で
あ
ろ
う
。事
例
で
は
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
が
、す
べ
て
の
事
例
は
県・市
町
行

政
の
支
援
施
策
を
活
用
し
て
お
り
、協
働

関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
は
行
政
の
支
援
策
や
協
働
の
中
身

を
検
証
し
、そ
の
成
果
を
普
及
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

「
地
域
再
生
大
作
戦
」

市
町
と
県
の
連
携

小
規
模
集
落
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

に
危
機
感
を
も
っ
た
自
治
会
長
会
の
呼

び
か
け
で
平
成
17
年
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　
地
区
の
歩
み
を
支
え
て
き
た
活
動
が
、

地
域
福
祉
プ
ラ
ン
で
あ
る
。「
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
地
域
づ
く

り
」「
住
民
の
交
流
拠
点
づ
く
り
」「
移
動

手
段
の
確
保
」。委
員
会
で
は
住
民
の
願

い
を
３
つ
の
目
標
に
ま
と
め
た
地
域
福

祉
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、着
実
に
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
並
ぶ
大
切
な
活
動
が
、毎
年

開
催
す
る「
地
域
福
祉
を
考
え
る
集
い
」

で
あ
る
。全
集
落
で
の
サ
ロ
ン
活
動
を
提

案
し
た
集
い
の
翌
年
に
は
新
し
い
サ
ロ

ン
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、学
習
活
動
が
新

し
い
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。住

民
に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
後
押
し
し

た
の
も
、こ
の
集
い
で
あ
っ
た
。集
い
で

の
話
し
合
い
を
き
っ
か
け
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
、住
民
8
割
の〝
移
送
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
〞と
い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
、

平
成
23
年
度
に
本
格
的
に
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。

　
「
１
集
落
の
取
り
組
み
を
10
の
他
の

集
落
が
応
援
す
る
共
助
が
大
切
」と
い

う
江
坂
さ
ん
の
言
葉
に
、集
落
活
性
の

ヒ
ン
ト
が
み
え
る
。

　
白
い
板
壁
と
赤
い
屋
根
が
目
を
ひ
く

「
喫
茶
だ
ん
ら
ん
」は
、集
落
唯
一
の
喫
茶

店
だ
。幼
稚
園
を
改
修
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
20
人
が
交
替
で
調
理
と
接
客
を
担
当
。

「
早
く
み
ん
な
に
時
給
5
0
0
円
を
払
え

る
よ
う
に
し
た
い
」と
奥
銀
谷
地
域
自
治

協
議
会
の
白
瀧
さ
ん
は
話
す
。

　
協
議
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
、小
学
校

と
幼
稚
園
の
閉
校
だ
。生
野
銀
山
で
知

ら
れ
た
奥
銀
谷
の
人
口
は
、昭
和
48
年
の

閉
山
以
降
、最
盛
期
の
4
分
の
1
以
下
に

ま
で
減
少
し
た
。「
こ
の
ま
ま
や
っ
た
ら
あ

か
ん
」。8
集
落
の
区
長
等
が
集
ま
り
、

平
成
20
年
に
協
議
会
が
発
足
し
た
。

　

協
議
会
で
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、

「
喫
茶
だ
ん
ら
ん
」が
開
設
。空
教
室
で

は
子
ど
も
た
ち
の
習
い
事
や
高
齢
者
向

け
の
健
康
体
操
、写
真
展
な
ど
が
開
か

れ
、住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。こ
の
ほ

か
、奥
銀
谷
の
魅
力
を
伝
え
る
ミ
ニ
コ
ミ

誌
の
発
行
な
ど
、一
集
落
で
は
で
き
な
い

共
同
活
動
を
多
彩
に
す
す
め
て
い
る
。

　
ま
た
、同
地
区
の
高
齢
化
率
は
約
42

％
と
市
内
で
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、高
齢

者
の
生
活
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
安
否
確
認
と
買
い

物
代
行
を
試
行
的
に
実
施
。近
所
の
力

を
借
り
れ
ば
生
活
で
き
る
人
も
い
る
た

め
、「
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
壊
さ
な
い
よ

う
安
否
確
認
が
主
な
目
的
」と
協
議
会

の
早
草
さ
ん
は
話
す
。薬
の
量
を
間
違

え
て
も
う
ろ
う
と
し
た
状
態
の
高
齢
者

を
発
見
す
る
こ
と
も
。気
が
か
り
な
人

の
情
報
を
誰
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
の

か
、市
社
協
と
も
確
認
し
た
と
い
う
。地

域
が
元
気
に
な
る
方
法
は
何
か
。「
い
ろ

ん
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し
て
良
い
方
法
を

探
る
し
か
な
い
」と
い
う
白
瀧
さ
ん
と
早

草
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
篠
山
市
中
心
か
ら
車
で
30
分
の
山
の

ふ
も
と
に
大
芋
地
区
が
あ
る
。11
集
落

か
ら
な
る
地
区
の
人
口
は
9
3
9
人
。

高
齢
化
率
は
約
40
％
と
市
内
で
最
も
高

い
。し
か
し
、大
芋
地
区
で
は
7
年
間
で

移
送
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
10

を
超
え
る
活
動
が
誕
生
し
た
。

　
こ
の
パ
ワ
ー
の
源
は
何
か
。「
地
域
が

元
気
に
な
っ
て
き
た
の
は
、ハ
ー
ド
よ
り

ソ
フ
ト
の
活
動
が
き
っ
か
け
」と
話
す
の

は
、大
芋
地
区
活
性
化
委
員
会
の
江
坂

事
務
局
長
。委
員
会
は
、保
育
園
の
廃
園

　
高
齢
化
率
50
％
を
超
え
る
淡
路
市
長

澤
地
区
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
れ

あ
い
号
」が
走
る
。平
成
７
年
か
ら
の
運

行
で
、当
初
は
１
日
３
便
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
１
日
５
便
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ス
が
走
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、地
区
住
民
の
有
志
に
よ
り「
長
澤

活
性
化
を
考
え
る
会
」が
発
足
し
た
こ

と
に
あ
る
。「
考
え
る
会
」は
、ま
ず
地

域
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
高
齢

化
・
過
疎
の
問
題
に
つ
い
て
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。そ
の
結
果
、一

番
多
か
っ
た
回
答
は
、交
通
手
段
が
な

い
こ
と
の
不
安
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
解

決
策
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、長
澤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
あ
る
。「
考
え
る
会
」

と
自
治
会
が
話
し
合
い
を
重
ね
、１
世

帯
１
万
円
の
負
担
金
を
出
す
こ
と
、バ

ス
の
経
路
や
バ
ス
停
の
位
置
、時
刻
表

づ
く
り
ま
で
、住
民
の
意
向
を
反
映
し

て
決
め
た
。

　
運
転
手
は
、現
在
４
人
。全
員
が
長
澤

地
区
に
住
ん
で
い
る
住
民
だ
。

　
「
い
つ
も
乗
っ
て
い
る
の
に
今
日
は

お
ら
ん
の
。何
か
あ
っ
た
か
ね
」「
近
頃

A
さ
ん
の
様
子
が
気
に
な
ら
へ
ん
か
」。

バ
ス
の
中
で
会
話
が
飛
び
交
う
。「
バ

ス
が
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、会

話
が
情
報
交
換
」と
話
す
運
転
手
の
坂

本
さ
ん
。民
生
委
員
で
あ
る
藤
田
さ
ん

も
運
転
手
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、地

域
内
の
変
化
や
困
り
ご
と
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　
長
澤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
取
り
組
み

は
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
活
動
。

住
民
同
士
の
手
づ
く
り
の
活
動
か
ら
、

新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
佐
用
町
江
川
地
区
は
、約
1
，2
0
0

人
が
暮
ら
す
の
ど
か
な
中
山
間
地
域
。

地
区
内
の
11
集
落
で
組
織
し
た「
地
域

づ
く
り
協
議
会
」で
は
、希
望
す
る
住
民

の
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
バ
ス
を
走
ら

せ
る
地
域
交
通
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
６
年
前
の
平
成
１８

年
。過
疎
化
の
波
と
と
も
に
、農
協
の
支

店
や
商
店
が
姿
を
消
し
、病
院
も
な
い

状
態
で
あ
っ
た
。地
区
と
町
の
中
心
部
を

つ
な
ぐ
路
線
バ
ス
の
廃
止
が
浮
上
す
る

中
、危
機
感
を
も
っ
た
協
議
会
は
、大
阪

大
学
の
協
力
を
得
て
地
域
交
通
の
検
討

を
始
め
る
こ
と
に
。ま
ず
は
、先
進
地
を

視
察
す
る
と
と
も
に
、全
住
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。バ
ス
の
運

行
を
求
め
る
住
民
の
声
が
85
%
を
超
え

る
結
果
と
な
っ
た
。協
議
会
で
は
、住
民

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
バ
ス
の
試
験
走
行
を

重
ね
、ど
の
よ
う
な
形
で
地
域
に
合
っ
た

現
実
的
な
地
域
交
通
が
実
現
で
き
る
か

を
検
証
。４
年
以
上
の
月
日
を
重
ね
、つ

い
に
今
年
の
４
月
か
ら「
江
川
ふ
れ
あ
い

号
」の
本
格
運
行
を
開
始
し
た
。

　
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、バ
ス
停
ま
で
行

か
ず
と
も
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
行
け

る
デ
マ
ン
ド
型
の
便
利
さ
と
1
時
間
前

ま
で
予
約
を
受
け
る
柔
軟
さ
だ
。運
賃

は
１
回
３
０
０
円
で
、江
川
地
区
と
佐
用

町
中
心
部
へ
毎
日
４
往
復
す
る
。住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
の
受
付
員
と
１９
名
の

運
転
手
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
お
り
、開

始
以
来
運
休
し
た
日
は
な
い
と
い
う
。

　
「
は
じ
め
は
住
民
運
営
で
の
継
続
に
不

安
の
声
も
あ
っ
た
が
、今
で
は
や
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
き
た
」と
協
議
会
の
岡
野
会

長
は
胸
を
は
る
。じ
っ
く
り
と
合
意
形
成

を
進
め
て
き
た
歩
み
が
、住
民
の
気
持

ち
を
高
め
、地
域
の
力
を
育
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

運転手も利用者も同じ地区住民。なじみの関係が安心感を生む

子どもは地域の宝 大芋まつり

左から運転手の藤田さん、坂本さん、仲野さん、廣田さん、自治会長の田中さん

子どもたちで
にぎわう休日

■図表1 県内の小規模集落数の推移

■図表２ 兵庫県の「地域再生大作戦」
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（出典：兵庫県ビジョン課）
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221

■総数 ■うち但馬地域

247 267 270

❶小規模集落活性化のために
■小規模集落元気作戦
　都市との交流や既存施設を生かした交流拠点づくりを
支援する。
■「むらの将来」検討支援事業
　集落の将来構想を一緒に考え、必要な取り組みへの合
意形成や実践を支援する。
■地域再生応援事業
　地域外の大学やＮＰＯなどの専門性を生かして、地域と
協働して取り組む先導的なプロジェクトを支援する。
■中山間“農の再生”推進対策
❷地域振興のモデル事業
■まちなか振興モデル事業
　合併市町の旧町中心部などを含めたまちづくり協議会
などによる賑わいづくり計画の策定や実践を支援する。
■ふるさと自立計画推進モデル事業
❸拠点整備を支援する事業
■地域再生拠点等プロジェクト支援事業
■多自然居住交流拠点整備支援事業
■古民家再生促進支援事業
❹ひょうご地域再生塾（Ｈ24新規）
　地域資源を生かした取り組みを実践できるリーダー人
材を育成する。
　詳細は兵庫県のＨＰへ
http://web.pref.hyogo.jp/ac23/ac23_000000005.
html

幼稚園を
改修した喫茶店

お
く
も

お
く
が
な
や

2012 September3 2012 September 22012 September5 2012 September 4



地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

取材を終えて
　社会との接点を失いつつあった
子どもたち。子供の家を介して再び
社会と結びつき、これからの生き方
をじっくり考える場所と時間を得
ながら、自立に向けて歩み始めてい
る様子が伝わってきました。

き
た
が
、社
会
的
支
援
が
必
要
と
い
う
関

係
者
の
働
き
か
け
に
よ
り
、平
成
24
年
3

月
に
念
願
の
ホ
ー
ム
開
設
が
実
現
し
た
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、職
員
は
子
ど
も
の
親
代

わ
り
と
し
て
、継
続
的
な
就
労
や
適
切
な

金
銭・健
康
管
理
、人
間
関
係
の
構
築
が

実
現
で
き
る
よ
う
、側
面
的
な
支
援
を
行

う
。指
導
員
の
清
水
裕
子
氏
は「
子
ど
も

た
ち
は
、病
院
や
求
職
登
録
な
ど
に一人
で

行
く
こ
と
を
不
安
が
る
。就
労
だ
け
で
な

く
、自
立
し
て
い
く
上
で
備
え
る
べ
き
力

を
、ホ
ー
ム
に
い
る
間
に
少
し
で
も
多
く

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」と
話
す
。そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
勤
務
先
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
神
戸
市
立
自
立
援
助
ホ
ー
ム
子
供
の

家
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
高
校
を
退
学

し
、児
童
養
護
施
設
を
退
所
せ
ざ
る
を
え

な
い
子
ど
も
や
、虐
待
等
に
よ
り
家
庭
で

の
生
活
が
難
し
い
子
ど
も
の
生
活
を
支

え
る〝
家
〞と
し
て
支
援
を
行
う
。ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
勤
務
や
美
容
師
、職
業

訓
練
受
講
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
就
労
状

況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、現
在
16
歳
〜
18
歳

の
６
人
が
、職
員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら

共
同
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

　
家
庭
か
ら
十
分
な
支
援
を
得
る
こ
と

が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
は
、生
活
に一度

つ
ま
ず
く
と
、職
業・住
居
を
失
い
行
き

場
を
失
く
す
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。こ

れ
ま
で
は
、出
身
施
設・学
校
が
業
務
の

合
間
を
縫
っ
て
子
ど
も
の
支
援
を
行
っ
て

　
ホ
ー
ム
設
立
か
ら
半
年
。関
係
機
関
に

は
徐
々
に
存
在
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
が
、「
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
い
る
。ホ
ー

ム
の
存
在
が
、子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
環
境
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
多
く

の
人
に
理
解
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
も
話
す
清
水
氏
。

　
地
域
や
社
会
な
ど
の
縁
か
ら
遠
ざ
か

り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
だ
が
、ホ
ー
ム
は

子
ど
も
と
社
会
を
つ
な
ぐ
接
着
剤
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。今
後
、多
く
の
関

係
者
が
連
携
を
広
げ
る
中
で
、子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

子
ど
も
の
生
活
を
支
え
る

〝
家
〞と
し
て
念
願
の
開
設

関
係
者
で
連
携
し

子
ど
も
の
自
立
を
支
援

地
域
の
理
解
を

広
げ
る
き
っ
か
け
に

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　「神戸市立自立援助ホーム子供の家」は、県内で初
めて設置された公設の自立援助ホーム※なんだ。
　家庭の事情などによりさまざまな課題を抱える子ど
もたちが、社会で生活していく力を身につけるための
拠り所になっているんだって。
※自立援助ホーム：児童養護施設等を退所した子どもたちの自立した
社会生活をサポートするための施設。児童福祉法に位置づけられる。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーンの最新情報をお伝えします。

子供の家の外観。集合住宅の一画にある

みんなで食卓を囲みながら
職場での出来事を話すことも

今回は、設立総会で発表された皆様のメッセージを紹介します。
ささえあいメッセー

ジ

　私たちの会は、ある事件を契機に「自分たちの街は
自分たちで守ろう」と立ち上げた団体で、「地域課題を
知る」「居場所づくり」「世代間交
流」をテーマに取り組んでいま
す。「無縁社会」はみんなの課題
です。気づいた人が声を上げ、
小さな行動を起こすことから、
住民の意識は変わり、連帯感も
生まれてくると思います。

　施設にいる子どもたちと触れ合う中で感じるのは、「愛してほしい」という表現を親から教えても
らえなかった結果、自分を守るために暴言や暴力に訴え、下手な対人関係の中で生きていこうと
する姿です。子どもは社会の宝です。「かわいそうな子」という慈悲の言葉だけでなく、「子どもって
元気で素晴らしい！」という励ましの言葉を、皆さんにお願いしたいと思います。

　東日本大震災や和歌山県の水害等の被災地では、
地域で協力して一人暮らし世帯の泥出しなどをしてい
る光景を見て、隣近所や様々な機
関・団体との平常時からのつなが
りが大事だとあらためて感じまし
た。これ以上、無縁でつながりが
薄い社会でいいのかどうか、特に
若者が考えて、取り組んでいく必
要があると感じています。

推進協議会がいよいよ発足！
　８月１０日、県公館にて、「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン推進協議会の設立総会・記念講演会が
開催されました。当日は１８の発起人団体や推進団体
をはじめ、500名を超える出席をいただきました。
　総会では、推進協議会の代表幹事に県社協の武田
政義会長、副代表幹事に神戸市社協の今井鎮雄理事
長、市町社協活動推進協議会の戸田幸男会長が選任

寄付について（お礼）
　設立総会では、キャンペーンの趣旨に賛同され、各
種の寄贈をいただいた下記団体に対して、感謝状を
贈呈しました。ここにあらためてお礼を申し上げます。

されるとともに、事業計画・予算案が承認され、推進協
議会が正式に発足することになりました。
　最後に、無縁社会の現状に対して、３名の方より今後
のキャンペーンの展開につながるメッセージをいただ
き（下記参照）、総会は閉会となりました。
　記念講演会の模様は、次号でお伝えいたします。

児童養護施設「アメニティホーム広畑学園」　園長 吉田 隆三さん

ひょうご若者
災害ボランティア隊

隊長 藤原 慶一郎さん

●株式会社オージス総研
　障害者施設へのリユースパソコン（52台）の寄贈
●財団法人日本公衆電話会
　児童養護施設へのテレホンカードの寄贈

青山１０００人会
（姫路市）

代表 岸岡 孝昭さん

ＴＯＰＩＣＳ

自立を目指す子どもと社会をつなぐ拠点
～神戸市立自立援助ホーム「子供の家」開設～

会場はほぼ満席で参加者の熱気に包まれた

神戸市立自立援助ホーム子供の家
（指定管理者：社会福祉法人神戸真生塾）

☎０７８-７８３-７１３７
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が
実
習
中
。年
間
約
10
か
月
は
常
時
、訓
練

生
が
い
る
状
態
だ
。

　
業
務
内
容
と
し
て
は
、調
理
作
業
、加
工

作
業
、洗
い
場
作
業
等
。訓
練
実
習
生
は
、訓

練
校
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
、ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
等
も
学
ぶ
。

　
障
害
者
と
健
常
者
が
普
段
か
ら
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、体
調
の
変
化
や
仕
事
内
容
の
確

認
を
行
い
、些
細
な
変
化
に
も
気
付
け
る
よ

う
従
業
員
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
努

め
て
い
る
。

　
「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
ま
じ
め
な
方
が
多
い

と
思
う
」と
、同
社
専
務
取
締
役
の
柿
原
孝
司
さ
ん
は

話
す
。「
彼
ら
の
ま
じ
め
さ
や
努
力
す
る
姿
勢
は
、従
業

員
全
体
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
。彼
ら
は
今

ま
で
支
援
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
、

ぜ
ひ
支
援
す
る
側
に
も
回
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

　
同
社
に
は
、後
輩
に
作
業
手
順
を
教
え
た
り
、セ
ミ

ナ
ー
で
話
を
し
た
り
、質
疑
応
答
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
従
業
員
も
い
る
と
い
う
。そ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
、人
と
し
て
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
し

て
い
る
。

　
洲
本
市
に
お
い
て
鶏
卵・鶏
卵
加
工
品
卸
や
飲
食

業
を
営
み
な
が
ら
、社
会
福
祉
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
有
限
会
社 
柿
原
鶏
卵
販
売
。

　
「
誰
も
が
人
と
し
て
の
個
性
と
特
性
を
生
か
し
、働

く
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
や
職
場
づ
く
り
を
し
た

い
」―
。そ
の
考
え
の
も
と
、障
害
者
の
就
労
や
職
業

訓
練
実
習
の
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
、障
害
者
美
術

展
の
開
催
や
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
話
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
成
18
年
か
ら
障
害
者
の
就
労
受
け
入
れ
を
開
始

し
、現
在
は
常
用
雇
用
3
名
。特
別
支
援
学
校
等
か
ら

の
訓
練
実
習
生
は
随
時
受
け
入
れ
て
お
り
、現
在
１
名ランチタイムに食器を片づける様子

お店の前に集合する従業員

誰
も
が
働
く
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

―
有
限
会
社 

柿
原
鶏
卵
販
売
―　

　

今
後
は
さ
ら
な
る
新
規

事
業
を
開
始
し
、1
〜
2
名

を
新
た
に
雇
用
す
る
予
定
。

た
だ
雇
用
者
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、長
く
安
定
的
に

働
け
る
環
境
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
「
私
達
が
し
て
い
る
の

は
、本
当
に
小
さ
な
取
り
組

み
。で
も
小
さ
な
会
社
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。お
こ
が
ま
し

い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、そ
れ
を
実
践
事
例
的
に
伝

え
て
い
き
た
い
」

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
動

き
、障
害
者
も
健
常
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
い
く
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

人
と
し
て
の
個
性
と
特
性
を
生
か
し
て

従
業
員
全
体
に
も
良
い
影
響

有
限
会
社 

柿
原
鶏
卵
販
売

代
表
取
締
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ッ
ク
で
し
た
が
、「
相
談
援
助
の
プ
ロ
」を

強
く
意
識
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　
以
前
か
ら
明
石
市
に
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
が
あ
り
、機
関
の

連
携
や
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
勉
強

会
も
活
発
だ
っ
た
の
で
、前
出
の
件
以
来
、

俄
然
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
後
、あ
る
感
染
症
を
抱

え
た
利
用
者
の
ご
家
族
に
、「
同
じ
権
利

が
あ
る
の
に
、な
ぜ
、私
の
父
だ
け
が
利

用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な
い
ん
で
し

ょ
う
ね
」と
つ
ぶ
や
か
れ
ま
し

た
。自
分
な
り
に
研
鑽
を
重
ね

て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、自

分
の
無
力
さ
に
面
接
中
に
涙

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
医
療
保
健
福

祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で

問
題
提
起
し
た
と
こ
ろ
、市

内
の
全
医
療
機
関
に
実
態
調

査
が
行
わ
れ
、感
染
症
に
関

す
る
研
修
会
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」と
い
う
視
点

で
取
り
組
め
ば
、社
会
は
変
わ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、総
合
相

談・支
援
、介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

権
利
擁
護
、包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
を一体
的
に
行
い
ま
す
。昨
年

か
ら
事
務
所
が
市
社
協
と
同
じ
フ
ロ
ア
に

な
り
、社
協
の
役
割
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
再
確
認
し
、連
携
に
よ
り
地
域
で

で
き
る
こ
と
が
さ
ら
に
広
が
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
ま
す
。ま
た
、職
場
内
外
を
問

わ
ず
こ
れ
ま
で
以
上
に
専
門
職
の
互
い
の

成
長
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
相
談
員
」と
名
乗
る
以
上
、相
談
面
接

に
こ
だ
わ
り
た
い
。た
だ
1
度
の
相
談
で
、

本
人
や
相
談
者
へ
の
手
当
て
や
社
会
資
源

の
調
整
な
ど
、で
き
る
こ
と
は
実
に
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
相
談
援
助
の
プ
ロ
」と
何
度
も
口
に
さ

れ
た
針
山
さ
ん
。援
助
職
者
と
し
て
冷
静

な
視
点
を
も
ち
、研
鑽
に
励
ま
れ
る
一方
、

人
々
や
地
域
社
会
に
実
に
真
摯
に
、敬
意

を
も
っ
て
関
わ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　
も
と
も
と
は
教
育
分
野
に
関
心
が
あ

り
児
童
関
連
の
施
設
で
実
習
な
ど
を
し

ま
し
た
が
、大
学
卒
業
後
も
特
に
進
路
は

決
め
ず
に
い
ま
し
た
。見
か
ね
た
大
学
の

先
生
の
紹
介
で
勤
務
し
た
の
が
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。だ
か
ら
、当
初
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
か
な
り
低
か
っ
た（
笑
）。

　
利
用
者
一人
一人
の「
人
生
」に
触
れ
る

中
で
、漠
然
と
個
別
支
援
の
在
り
方
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、専
門
職
と

し
て
の「
原
点
」と
い
え
る
出
来
事
は
、明

石
市
内
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し

て
か
ら
で
す
。他
の
セ
ン

タ
ー
の
ワ
ー
カ
ー
と
訪

問
し
た
際
、私
で
は
引
き

出
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

利
用
者
の
思
い
を
、そ
の

ワ
ー
カ
ー
が
自
然
か
つ

丁
寧
に
受
け
止
め
る
姿

に
直
面
し
ま
し
た
。シ
ョ

一
人
ひ
と
り
の
力
、地
域
社
会
の
力
を
信
じ
、

相
談
援
助
の
プ
ロ
に
な
る

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

24歳

26歳

34歳

40歳～

地域を駆
ける！

ワーカー物語

財団法人 芦屋ハートフル福祉公社
芦屋市精道地域包括支援センター

針山 大輔さん
はりやま　  だ い す け

大阪府内の養護老人ホーム
ケアワーカーとして勤務

明石市内の在宅介護支援センター
ソーシャルワーカーとして勤務

芦屋市精道地域包括支援センター
ソーシャルワーカーとして勤務

同センター　センター長に就任

1人ひとりを地域で
支えるためケースカ
ンファレンスを開催

2012 September 82012 September9



お問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

生活協同組合コープこうべ

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

生活協同組合コープこうべ
〒658-0051　神戸市東灘区住吉本町1丁目3番19号　☎0120-44-3100連絡先

　2010年11月にニューヨークの国連本部で国際協同組合年（IYC）に
向けた計画会議が開催され、英語によるIYCのスローガンが決定され
ました。2011年1月18日に行われた全国実行委員会幹事会では、この
スローガンの和訳が以下の通りに決まりました。
「協同組合がよりよい社会を築きます」

　IYCのロゴは、7名の人が協力して立方体を
持ち上げ支えている様子を描いています。この
立方体は、協同組合の事業が目指す様々な
ゴール・志や、それらの事業が果たせる成果を表現しています。
　また7人という数は、協同組合運動の7原則（自発的で開かれた組
合員制、組合員による民主的運営、組合員の経済的参加、自治と自立、
教育・訓練・広報、協同組合間の協同、コミュニティへの関与）を示して
います。

自由民主党議員団を訪問し、
森脇政務調査会長へ提出

井戸敏三県知事へ提出

　国連では1957年より「国際年」を設け、共通の重要テーマについ
て、世界全体が1年間を通じて呼びかけや対策を行うよう取り組ん
でいます。2009年12月の総会で国連は2012年を国際協同組合
年（International Year of Co-operatives＝IYC）とすることを宣
言しました。これは、協同組合がもたらす社会経済的発展への貢
献が国際的に認められた証で、特に貧困削減・仕事の創出・社会
的統合に果たす役割が着目されています。
　IYCには以下のような3つの大きな目的があります。
　（1）協同組合についての社会的認知度を高める
　（2）協同組合の設立や発展を促進する
　（3）協同組合の設立や発展につながる政策を定めるよう政府
　　　や関係機関に働きかける
　これらの目的に向かって、国際的には、国連や国際協同組合同
盟（ICA）などが中心となり、取り組みが進められているほか、国
内でも全国実行委員会が発足しており、コープこうべでも農協・
漁協・森林組合などの協同組合の仲間とともに、会議の開催や施
設見学などに協力する予定です。

２０１２年は国際協同組合年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

〜
九
州
北
部
豪
雨
災
害
、東
日
本
大
震
災
支
援
〜

兵
庫
県
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
政
策
提
言
ま
と
ま
る
！！

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、

７
月
20
〜
22
日
に
、九
州
北
部
豪
雨
災

害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
熊
本

県
阿
蘇
市
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運

行
し
た
。20
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、土
の
う
袋
な
ど

の
支
援
物
資
を
届
け
る
と

と
も
に
、被
災
家
屋
で
漂
着

物
や
廃
材
の
搬
出
、洗
浄
作

業
な
ど
の
支
援
活
動
を

行
っ
た
。

　
ま
た
、同
月
27
日
〜
30
日

に
は
、昨
年
か
ら
数
え
て
14

回
目
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
運
行
し
、51
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、宮
城
県

七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
で
開

催
さ
れ
た「
あ
り
が
と
う
！

七
ヶ
浜　

海
ま
つ
り
」で

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
被
災
者

と
交
流
し
た
ほ
か
駐
車
場
整
理
な
ど
の

運
営
支
援
を
行
っ
た
。

 

こ
の「
海
ま
つ
り
」は
、震
災
で
大
打
撃
を

受
け
た
七
ヶ
浜
の
海
岸
の
白
砂
を
甦
ら

せ
る
た
め
に
海
岸
清
掃
活
動
を
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
感
謝
を
込
め
た

お
披
露
目
式
で
あ
る
と
同
時
に
、海
ま
つ

り
の
３
日
間
だ
け
海
水
浴
場
と
し
て
開

放
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、多
く
の
被
災
者

が
集
っ
た
。菖
蒲
田
浜

は
、昨
年
８
月
と
９
月

に
実
施
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
で
活
動
し

た
地
。そ
れ
だ
け
に
、

以
前
も
参
加
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は

「
七
ヶ
浜
が
復
旧
か
ら

復
興
に
向
か
う
第一歩

だ
と
確
信
し
た
」「
地

元
の
方
々
の
笑
顔
が

本
当
に
嬉
し
い
」と
の

声
が
。

 

な
お
、こ
れ
ら
２
つ
の

バ
ス
に
は
、今
年
６
月

に
結
成
さ
れ
た「
ひ
ょ

う
ご
若
者
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
」の
隊
員
も
参
加
。災
害
発

生
時
に
先
遣
隊
と
し
て
被
災
地
に
入
り
、

そ
の
後
現
地
入
り
す
る
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
役
目
を
担
う
彼

ら
の
今
後
の
研
鑽
に
期
待
し
た
い
。

　

兵
庫
県
社
協
社
会
福
祉
政
策
委
員

会（
以
下
、政
策
委
）は
、こ
の
た
び
、

『
平
成
２５
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政

策
へ
の
提
言（
以
下
、提
言
書
）』を
取
り

ま
と
め
た
。今
回
の
提
言
書
は
、社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど
、不
安
定

な
政
策
動
向
や
政
局
の
先
行
き
を
背

景
に
、県
社
協
を
構
成
す
る
県
内
の
市

町
社
協
、施
設
種
別
協
議
会
、福
祉・医

療
・
自
治
会
等
関
係
団
体
、当
事
者
団

体
ら
幅
広
い
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
。政
策
委
で

は
、こ
の
提
言
書
を
も
と
に
、以
下
の
と

お
り
提
言
活
動
を
展
開
し
た
。

　
８
月
７
日
、政
策
委
は
県
庁
を
訪
問

し
、県
知
事
と
会
談
し
た
。会
談
で
は
、

政
策
委
正
副
委
員
長
よ
り
提
言
を
行

い
、提
言
書
が
県
福
祉
政
策
へ
の
提
言
４７

項
目
、国
へ
の
提
言
３０
項
目
、市
町
へ
の

提
言
１３
項
目
の
計
９０
項
目
に
も
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
よ
う
に
、地
域

包
括
ケ
ア
へ
の
基
盤
整
備
、成
年
後
見
制

度
の
充
実
や
制
度
の
狭
間
を
埋
め
る
現

場
で
の
活
動
者
へ
の
支
援
な
ど
、幅
広
い

話
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、同
日
、県
当
局
に
対
す
る
説
明

会
を
、県
福
祉
監
を
は
じ
め
と
す
る
県
関

連
部
局
幹
部
が
一
堂
に
会
す
る
中
で
開

催
し
、今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
次
年
度
県

次
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

提
言
書
を
と
り
ま
と
め

兵
庫
県
へ
の
政
策
提
言

兵
庫
県
議
会・市
町
へ
の

政
策
提
言

今
後
の
展
開

公明党・県民会議議員団を訪問し、
松田幹事長へ提出

藤原昭一県議会議長、野間洋志同副議長へ提出

民主党・県民連合議員団を訪問し、
石井政務調査会長へ提出

日本共産党兵庫県会議員団を訪問し、
杉本政務調査会長へ提出

施
策
の
検
討
場
面
な
ど
に
対
し
て
、提
言

書
内
容
を
活
用
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
政
策
委
は
、県
行
政
へ
の
政
策
提
言
と

あ
わ
せ
、県
議
会
へ
の
提
言
活
動
を
開
始

し
た
。８
月
８
日
、県
議
会
を
訪
問
し
、県

議
会
議
長
、同
副
議
長
と
会
談
し
た
の
を

皮
切
り
に
、各
会
派
の
議
員
団
を
訪
問
し
、

代
表
者
に
対
し
て
提
言
活
動
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、市
町
へ
の
政
策
提
言
活
動
を

行
う
た
め
、『
平
成
２５
年
度
兵
庫
県
内
の

各
市
町
に
お
け
る
社
会
福
祉
政
策
へ
の

提
言
』を
と
り
ま
と
め
、県
市
長
会
、県
町

村
会
、県
市
議
会
議
長
会
、県
町
議
会
議

長
会
に
対
し
て
提
言
活
動
を
行
っ
た
。

　
今
後
政
策
委
で
は
、こ
れ
ら
の
提
言
活

動
を
皮
切
り
に
、県
事
務
担

当
者
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換

会
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て

い
く
と
同
時
に
、全
て
の
県
議

会
議
員
、県
内
各
市
長
、町

長
、市
議
会
議
長
、町
議
会
議

長
へ
提
言
書
を
配
布
す
る
な

ど
、兵
庫
県
お
よ
び
各
市
町
の

社
会
福
祉
政
策
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
、働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
引
き
続
き
、県
内
の
幅
広
い

関
係
者
の
声
を
集
め
、県
や

国
、市
町
に
直
接
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
強
み
を
生

か
し
、施
策
化
に
向
け
て
積
極

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

NEWS 県社協ニュース
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

ボランティアの活動の様子（阿蘇市）活動終了後、参加者全員による集合写真
（七ヶ浜町）

ロ ゴ

ス ロ ー ガ ン
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この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
明石市

９月１５日～
９月２１日は
老人週間だよ！

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

行事予定

助成金情報

9月

10月

一般社団法人 日本作業療法士協会
作業療法啓発キャンペーン
「ひとは作業をすることで元気になれる」をコン
セプトに、キャンペーンを開催します。
日時　平成24年10月20日（土）、21日（日）

10:00～16:00
会場　イオンモール神戸北（神戸市北区上津

台8-1-1）
参加費　無料
内容　「作る」（飾り箱作り）、「挑戦する」（紙

コップタワー）、「体験する」（白衣を着て写
真を撮ろう）、「相談する」（リハビリ、進路
について)、ＤＶＤ上映など

●問一般社団法人日本作業療法士協会
　TEL03-5826-7871

第10回日本通所ケア研究大会
 合同開催  第8回認知症ケア研修会
in 福山
「これからのケアに必要な技術・システムを構
築する」をテーマに、ケアの質を高めるヒントや
現場ケアに役立つ情報を学ぶイベントを開催
します。
日程　平成24年10月20日（土）、21日（日）
会場　広島県福山市
参加費　両日1万円、１日のみ7,000円
内容　特別講演「地域包括ケア時代を生き抜
く介護サービスの質評価システム」（国際
医療福祉大学大学院教授 武藤 正樹氏）、
一般演題発表、セミナーほか

●問日本通所ケア研究会事務局
ＴＥＬ084-971-6686
●申 近畿日本ツーリスト中国四国 福山支店

TEL084-928-8810
URL　http://www.ec-knt.jp/tsuusho

2012/index.html

認知症の人と家族への援助をすすめる
第28回全国研究集会
日時　平成24年10月28日（日）
会場　神戸文化ホール大ホール
　（神戸市中央区楠町4-2-2）
参加費　2，000円（定員1,400人）
内容　講演「精神科医療のなかの認知症医

療・介護」（神戸大学名誉教授 前田 潔氏）、
事例発表、シンポジウム

●申●問第28回全国研究集会実行委員会
ＴＥＬ078-381-9473
ＦＡＸ078-330-8430

URL　http://www.alzheimer.or.jp/
　?page_id=159

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
社会福祉事業研究開発基金
平成24年度事業助成
【一般助成】　先駆的・開発的活動研究に従事
する個人および団体を対象に助成します。
助成金額　1件上限50万円（総額500万円）
【特別助成】　国内の社会福祉法人、ＮＰＯ法
人、ボランティア団体等、公益活動を継続的に
行っている団体を対象とし、精神障害者、児童
虐待防止、ホームレス問題、更生保護の活動、
認知症に関する支援事業に助成します。
助成金額　1件上限100万円（総額1,500万円）
締切り　平成24年10月1日（月）必着
●申●問社会福祉法人社会福祉事業研究開発基金
TEL03-6256-3581

URL　http://www.shakyo.or.jp/sponsor/
110804.html

一般財団法人 神戸やまぶき財団
第1回社会福祉助成金
障害を持つ人および要保護児童の教育、自立
支援、生活援助などのサポートを行う施設・
団体、また高等教育および専門知識、技術な
どを習得しようとする活動を支援する施設・
団体へ助成します。
対象　明確な目的を持つ非営利団体であるこ
となど、条件を満たす団体であること
助成金額　1件あたり50～200万円（総額
7,500万円）

締切り　平成24年9月29日（土）
●申●問一般財団法人神戸やまぶき財団

TEL078-734-6120
URL　http://www.kobe-yamabuki.or.jp

読売光と愛の事業団
読売福祉文化賞　2012年
障害者や高齢者の暮らしやすい環境づくり、
自立支援、社会参加、共生の推進などに貢献
している団体、個人を募集します。中でも、新
しい発想により、21世紀にふさわしい福祉事
業に取り組み、創造的な業績をあげている人
たちを応援します。
賞　一般部門：3件（賞牌と副賞／活動支援
金各100万円）、高齢者福祉部門：3件（賞
牌と副賞／活動支援金各100万円）

締切り　平成24年9月30日（日）
●申●問社会福祉法人読売光と愛の事業団

TEL03-6226-7633
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/

3～4日

11日

15日

18日

19日

21日

27日
27～28日

10日～

24日

26日

28日

29日

30日

募　集募　集

県民児連研修総会◆神戸ポートピ
アホテル
コミュニティワーク実践研修（全4
回）◆社会福祉研修所
介護福祉士受験セミナー受験準備
講習会（全3回）◆社会福祉研修所
県民児連第２回新任民生委員研修
会◆県中央労働センター
福祉サービス利用援助事業 ケース
カンファレンス ◆県福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修（Ａコー
ス）◆県福祉センター
看護職員研修◆社会福祉研修所
生活福祉資金事務説明会◆県福
祉センター
チーム・マネジメントリーダー研修（B
コース）（全4回）◆社会福祉研修所
県社協第２２７回理事会◆県福祉
センター
社会福祉法人財務管理研修◆県
福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修（Bコー
ス）◆県福祉センター
第15回介護支援専門員実務研修
受講試験◆神戸大学ほか
県地域包括・在宅介護支援センター
協議会 現任職員研修会◆県福祉
センター
県地域包括・在宅介護支援センター
協議会 現任職員研修会◆西播地
域地場産業振興センター

「全国校区・小地域福祉活動サミット
ｉｎ ＫＯＢＥ・ひょうご」開催要綱決定！
　7月27日、同サミットの実行委員会が
開催され、全体テーマ「地域のチカラで、
明日を元気に！」と開催要綱が決定しまし
た。詳細は下記ページよりご覧ください。
日時　平成25年1月12日（土）
会場　神戸国際展示場ほか
参加費　3,500円
URL
http://www.with-kobe.
or.jp/summit/

福祉の就職説明会 Autumn in HYOGO

参加費
無料

福祉現場への就職を希望する学生や求職者を対象に、社会福祉
施設等と求職者の合同就職説明会を県内3か所で開催します。
【尼崎会場】平成24年10月25日（木）12：00～15：00
　　　　　尼崎市総合文化センター
【明石会場】10月31日（水）13：00～16：00
　　　　　明石市立産業交流センター
【姫路会場】11月11日（日）13：00～16：00
　　　　　姫路商工会議所
対象　学生・一般求職者
　　URL　http://www.hyogo-wel.or.jp

●申●問兵庫県社会福祉協議会　福祉人材センターTEL078-271-3881

サミット公式キャラクター：
メリケンくんとかもめのハーバーくん

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成24年9月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

自立を目指す子どもと社会をつなぐ拠点
神戸市立自立援助ホーム子供の家
まちとつながる・住民とつながる！
企業・NPOの地域づくりリポート……Ｐ8

誰もが働く喜びを感じられる職場づくり
―有限会社 柿原鶏卵販売―
地域を駆ける！ワーカー物語……P9

一人ひとりの力、地域社会の力を信じ、
相談援助のプロになる
財団法人芦屋ハートフル福祉公社
芦屋市精道地域包括支援センター　針山 大輔さん
県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる 明日へつながる③

小規模集落のまちづくり

兵庫県福祉手帳＜2013年度版＞が
12月上旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者
には互助会より配布されますのでご留意
ください。

申込み・問合せ先　兵庫県社協 総務企画部 ＴＥＬ０７８－２４２－４６３３

「兵庫県福祉手帳2013」
  予約注文受け付け中！

2013

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料
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